
働く更年期⼥性の不調改善と
職場での男性のサポート体制構築事業

最終報告

パラマウントベッド株式会社

令和5年度 経済産業省
「フェムテック等サポートサービス実証事業」



パラマウントベッド株式会社（代表団体）について

・創業      :1 9 4 7年
・本社      :東京都江東区
・事業内容    :医療・介護⽤ベッド等および什器備品の製造、販売
         �医療福祉機器および家具等の製造、販売
         �上記品⽬に関する輸出⼊、リース、レンタル、および保守・修理

医療1. 介護2. 健康3.



パラマウントベッド睡眠研究所について

『パラマウントベッド睡眠研究所』は、
パラマウントベッド株式会社・技術開発本部より
独⽴し、睡眠研究の専⾨部⾨として設⽴。

睡眠に関する研究、および要素技術の開発
睡眠に関する製品の評価
睡眠に関する情報の収集、発信



Active�Sleepについて

●⼊眠時や起床時に合わせて⾃動で動くベッド。

●マットレスや布団の下に敷くだけで、睡眠状況をモニタリングする睡眠計測センサー。

●購⼊後に、好みに合わせて硬さを変更できるマットレス。



株式会社陽と⼈（参加団体）について

陽と⼈は、福島県で地域活性を推進する地域商社であり、２つの社会課題の解決を
⽬指して事業を展開している。
1つ⽬は、福島県(特に国⾒町)の農業課題の解決。
2つ⽬は、⼥性が⼼と⾝体を壊さずに⾃分らしく働けるようにしたいという⼥性の健康課題の解決。



「明⽇�わたしは柿の⽊にのぼる」は、収れんや消臭作⽤など柿にまつわる古来の知恵に着⽬したデリケートゾーンケアブランドです。
寝不⾜、不規則な⾷⽣活、疲労、免疫⼒の低下など、私たちの⽣活の乱れによって、デリケートゾーンの菌のバランスが崩れ、それが
おりものの異常やかゆみなど、デリケートゾーンに症状としてあらわれます。
そのため、デリケートゾーンは「⾃分の⼼とカラダを知るバロメーター」になります。
1⽇10秒でもデリケートゾーンケアを通して、全ての⼥性がご⾃⾝をいたわるきっかけになりますように。�

柿にまつわる古来の知恵に着⽬した、デリケートゾーンのケアブランド

あんぽ柿の⽣産過程で廃棄されていた資
源（柿の⽪）を製品の主原料に使⽤。
そして⽣き⽣きと輝く⼥性をエンパワメ
ントする製品をつくることで、社会へ還
元します。
循環する社会の実現へ向けた活動を⽌め
ません。

⽉経、妊娠、出産、更年期、閉経、
そしてニオイや乾燥といったデリケー
トゾーンのトラブルなど、⼥性特有の
さまざまな悩みに寄り添います。

⽯油系界⾯活性剤をはじめ、防腐剤や鉱物油も無添加。
厳選した植物由来成分*を⽤いたシンプルな素材にこだ
わり、国内⼯場で製造を⾏っています。

『明⽇�わたしは柿の⽊にのぼる』について



介⼊対象者
（当事者）

以下のいずれかの症状を有する
更年期の働く⼥性
・更年期不調
・GSM�不調
・睡眠不調

上記「介⼊対象者（当事者）」
の同僚やパートナー等周囲の
関係者

介⼊対象者
（周囲）

介⼊プロ
グラム
の実施

・当事者向け
・周囲の
関係者向け

プログラム実施後
（今年度）

不調症状の
改善

（セルフマ
ネジメント
⼒向上）

仕事の
パフォー
マンス
向上

組織の⼼理的
安全性の形成

リテラシー向上

他者理解に係る⾏動

中期

意図的な
セルフマネジ
メント⾏動

他者理解
の向上

適切な
⽀援⾏動

⻑期

⼥性の望む
キャリア形成

と
職場活躍

⼈材多様化
による
企業価値
の向上

「更年期症状」や「GSMの症状」を抱える働く⼥性を対象に、具体的な症状や悩みを深掘りし、改善プログラムという形で介⼊を実施す
ることで、当該症状の改善、当該症状によって影響を受ける睡眠の質の改善及び仕事のパフォーマンスの改善を当事者に対して実証する

とともに、当該成果を踏まえて同僚等の周囲の関係者の意識・⾏動変容にいかにつながるかを実証する

事業概要・概念枠組み

※GSM：Genitourinary�Syndrome�of�Menopause
 閉経後泌尿⽣殖器症候群

※



ロジックモデル



更年期の不調・悩みを顕在化するためのアンケートの設計・
実施・体系化 アンケート回答数 200名1STEP

更年期の悩み・
ニーズの整理

当事者
・症状改善（セルフマネジメント⼒向上）
・仕事のパフォーマンス向上
・継続的な働きやすさ向上

同僚等の周囲
・更年期のリテラシー向上
・組織としての⾏動変容

⽬的

2STEP

�プログラムの
構築

3STEP

�プログラムの
実証

4STEP

�ハンドブック
制作5STEP

成果の認知
拡⼤・啓発

「更年期の不調改善プログラム」の構築、成果測定のための
アンケート/デプスインタビューの設計
悩みに応じて活⽤するフェムテック等製品・サービスを選定

STEP�1
STEP��2

「更年期の不調改善プログラム（１か⽉間）」の実施
プログラム参加⼈数30名（介⼊群15名、コントロール群15名）
▶�中間・事後アンケート 各30名
▶�デプスインタビュー 15名（介⼊群）
▶�成果分析・取りまとめ

STEP��3
STEP��4

「基礎知識が⾝に付く更年期ハンドブック」の制作

成果の認知拡⼤・啓発イベントの開催 2回
1:対象者 パートナーや職場の同僚等周囲の関係者 50名
2:対象者 全国の更年期に関連する悩みを抱える当事者、企業
の⼈事担当者、経営者、メディア等 500名
▶�それぞれ事前、事後アンケートを事前に設計・実施

STEP��5

実施内容



更年期カウンセラー

総合医療監修

協⼒団体(実証先)

【代表団体】
パラマウントベッド株式会社（東京都）

【参加団体】
株式会社陽と⼈（福島県）

コンソーシアム

協業関係

広尾レディース�宗⽥聡先⽣

吉川�千明�先⽣

⼤企業3社

オーガニックコスメと植物美容を⽇本に広げたナチュラルビューティの第⼀⼈者。都
内に7件の⾃然療法を取り⼊れたスパとショップを展開。産婦⼈科医対⾺ルリ⼦先⽣
と「⼥性ホルモン塾」を開催、20年間で通算160回を数える。著書に「「閉経」のホ
ントがわかる本」（集英社）が、連載中の集英社OurAgeの⼈気コラムに「閉経と⼥
性ホルモンが教えてくれたこと」「閉経の迎え⽅・閉経からの過ごし⽅」「閉経後守
るべきもの・捨てることー究極のアンチエイジング」等がある。植物と美容、更年期
ケアを専⾨とする。

広尾レディース院⻑、茨城県⽴医療⼤学客員教授、東京慈恵会医科⼤学産婦⼈科⾮常
勤講師。⽇本産科婦⼈科学会専⾨医、臨床遺伝専⾨医・指導医、産業医、アメリカ⼈
類遺伝学会(ACMG)上級会員(Fel low)。⽇英論⽂多数、専⾨書(翻訳)執筆にも定評が
あり、⼀般誌やWEBなどで⼥性の健康に関する記事を多数執筆。著書には、『産後マ
マの⼼と体をケアする本』『産後うつ病ガイドブック』『これからはじめる周産期メ
ンタルヘルス』『31歳からの⼦宮の教科書』など。

(実証先)コンソーシアム顧客

実施体制



[4〜5点],[6点以上]を合わせて、約7割が不眠の症状
を有する可能性があるということがわかった。
また、全体の約8割が「睡眠時間が⾜りていない」
「睡眠の質に不満がある」「⽇中の眠気があった」
と答えた。

※8個の質問に対する回答を最⼤24点で数値化し、不眠度を測定

・寝床についてから実際に寝るまで、時間がかかりましたか
・夜間、睡眠の途中で⽬が覚めましたか
・希望する起床時間より早く⽬覚めて、それ以降、
 眠れないことはありましたか
・夜の眠りや昼寝も合わせて、睡眠時間は⾜りていましたか
・全体的な睡眠の質について、どう感じていますか
・⽇中の気分はいかがでしたか
・⽇中の⾝体的および精神的活動の状態は、いかがでしたか
・⽇中の眠気はありましたか

40歳〜59歳⼥性200名へのアンケート調査結果①
働く更年期⼥性の約7割が不眠の症状を有する可能性

-アテネ不眠尺度 総合得点-

※出典：Athens�Insomnia�Scale �の⽇本語版、Okajima�I ,Nakaj ima�S, �Kobayashi �M,�Inoue�Y.Psychiatry�Clin�Neurosci �2013;�67: �420-425.

※

STEP�1 STEP��2 STEP��3 STEP��4 STEP��5



「アテネ不眠尺度」と「簡略更年期指数」に相関が⾒られた
40歳〜59歳⼥性200名へのアンケート調査結果②

更年期症状が
重い⼈は
不眠症状も

重い

0.69 
相関係数

STEP�1 STEP��2 STEP��3 STEP��4 STEP��5



「簡略更年期指数」、「ストレスの原因因⼦」については正規分布しているためt検定を実施。
その他の項⽬については正規分布していないため、マンホイットニーのU検定を実施。
                             （p<0.05で有意差あり）n=99

取り⼊れている
（n=51）

取り⼊れていない
（n=48） p値

アテネ不眠尺度 7.0�±3.2 7.7�±�4.5 0.74

簡略更年期指数 38.5�±�17.9 42.8�±�20.0 0.26

GSM 3.2�±�2.7 4.1�±�4.3 0.55

ストレスの原因因⼦ 17.7�±�6.1 18.6�±�5.6 0.46

ストレスによる⼼⾝反応 13.9�±�7.7 14.2�±�8.3 0.86

家事・育児・介護・家計の負担 3.8��±�1.6 4.2�±�1.5 0.25

理解度� 5.6�±�1.6 4.3�±�1.4 0.00002

「セルフケア」を取り⼊れて���いる/いない���では「理解度」に差があった
40歳〜59歳⼥性200名へのアンケート調査結果③

セルフケアを
「取り⼊れている」⼈と
「取り⼊れていない」⼈の
違いは、
 アテネ不眠尺度
 簡略更年期指数
 GSM
 ストレス
 家事の負担
などでは⾒られず、
「理解度」だけに
有意差が⾒られた。

（平均値±標準偏差）

STEP�1 STEP��2 STEP��3 STEP��4 STEP��5



知識を⾝につけ（理解度向上）、⾃分の⼼⾝の状態を知り、適切なセルフケアに取り組む
「セルフマネジメント⼒」は、

睡眠と更年期の不調にどのような改善効果をもたらすのか。
約1ヶ⽉間の「更年期の不調改善プログラム」を実施。

注⽬ポイント
●更年期の不調は改善する？
●セルフマネジメント⼒はつく？
●⾃分の眠りって…？40〜59歳 30名

・更年期カウンセリング
・睡眠カウンセリング

STEP�1 STEP��2 STEP��3 STEP��4 STEP��5



※以下、4個の質問に対する回答を最⼤16点で数値化
 （回答対象者：介⼊群15名）

・使⽤された⽅はアロマは睡眠改善や更年期症状の
改善に効果があったと感じましたか
・使⽤された⽅はウォッシュやオイルは睡眠改善や
更年期症状の改善に効果があったと感じましたか
・更年期カウンセリングは睡眠改善や更年期症状の
改善に効果があったと感じましたか
・睡眠改善カウンセリングは睡眠改善や更年期症状
の改善に効果があったと感じましたか

プログラム参加者のうち�約９３％が「改善効果があった」と回答した

あてはまらない：１点
ややあてはまらない：２点
ややあてはまる：３点
あてはまる：４点

4つの質問いずれかにおいて、ややあては
まる/あてはまるへの回答が1つ以上あった
⼈を「改善効果があった」とした

STEP�1 STEP��2 STEP��3 STEP��4 STEP��5



A群、B群それぞれに睡眠と更年期の不調にどんな変化が現れたのか。
プログラム実施前後にアンケート調査を⾏い、
セルフマネジメント⼒が⼥性の⼼⾝にもたらす効果を測定した。

更年期を含む⼥性の⼼⾝にまつわる知識を⾝につけ、不調の原因を認知し、認知した原因に
応じたセルフケアを⽇々の暮らしに取り⼊れるセルフマネジメント⼒の向上は、睡眠と更年
期の不調の主観的な改善につながる可能性があるとわかった。
また、カウンセリングという他者が介在したパーソナルなサポートと具体的なセルフケアの
提案がセルフマネジメント⼒の向上に⾼い効果がある可能性も⽰された。

STEP�1 STEP��2 STEP��3 STEP��4 STEP��5



カウンセリング前の４週間の睡眠 カウンセリング後の４週間の睡眠

睡眠の改善がデータで⾒られた事例
カウンセリング実施後に中途覚醒や離床が減少し、睡眠効率が⾼くなった。

＊睡眠効率：就床時間のうち実際に眠っている時間の割合

STEP�1 STEP��2 STEP��3 STEP��4 STEP��5

参�考



更年期ハンドブックの制作 メディア向け勉強会の開催

d47�MUSEUM・Fem�tec�Fesでのセミナーの開催

ハンドブック制作・成果�の認知拡⼤・啓発イベントの開催

STEP�1 STEP��2 STEP��3 STEP��4 STEP��5



❶.�働く更年期世代⼥性の約７割が不眠の症状を有する可能性

❷.�更年期症状が重い⼈は不眠症状も重い

❸.�セルフケアを取り⼊れている⼈と取り⼊れていない⼈では理解度のみに差があり、

 ��⾃覚症状による更年期症状や不眠症状の重さには差がなかった

❹.�⾃⾝へのより深い認知と適切なセルフケアを促す本プログラムによる

�� セルフマネジメント⼒の向上は、睡眠と更年期の不調の主観的な改善

 ��につながる可能性がある

❺.�⼥性の更年期不調に対処するには、当事者のセルフケアだけでなく、企業や⾃治体、

 ��国による⽀援や発信など社会全体で「環境づくりに取り組む」ことが必要

-まとめ-

(アンケート調査結果）

(アンケート調査結果）



・プログラムの要素を細かく分解し、どの要素に⼀番効果があるのか検証、研究を⾏う

・プログラムを企業や⾃治体向けに実施

-今後の予定-

お気軽にお問い合わせください

パラマウントベッド株式会社
pb-femtech-contact@paramount.co.jp


